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研究に関するお知らせ 

 「抗菌薬使用量集計の実態把握調査」への参加のお願い  

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンターでは、以下にご

説明する研究を行います。 

研究の説明に同意いただける方はアンケートへご回答ください。参加されなくても、いかなる不利益も

受けることはございませんのでご安心ください。なお、この研究を行うことについては、病院内に設置され

ている倫理審査委員会で審査を受け、すでに承認を得ております。 

 

1．研究目的・方法 

近年抗菌薬の不適切な処方は、薬剤耐性菌の増加および医療費の増大など多くの問題を引き起こし

ており、世界的な問題となっています。わが国では、2016年に「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン」

[2]が策定され、適切な抗菌薬使用の実践により、薬剤耐性微生物の拡大を阻止するために、各医療機

関での抗菌薬使用動向の把握、モニタリングが求められております。 

現在、日本では病院ごとに独自に抗菌薬使用量を集計していることが一般的であり、今後、自動化に

よる集計作業負担の軽減や 、他施設と比較するための集計方法の統一が求められると予想されます。 

しかし、現状、病院ごとにどのように抗菌薬使用量を集計しているか、その作業量、問題点などは明ら

かになっていなっておりません。そこで、各医療機関での抗菌薬使用量集計における実態を調査し、新

たな集計システムの構築に役立てることを目的としております。 
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2．研究に用いる試料・情報の種類 

上記の対象期間中に回収されたアンケート等を、研究に使用させて頂きます。 

目標回答数に達すれば締め切らせていただきます。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

3．研究の対象となる方 

 1）日本病院薬剤師会に入会している薬剤師 

2）日本感染症教育研究会に入会している医療従事者 

  

4．研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益 

本研究は無記名式のアンケート結果を収集して解析するため、研究対象者には、アンケート回答の手

間は生じますが、それ以外に特段の不利益は生じません。  

医学上の利益または貢献度については、本研究の成果が薬剤耐性菌対策に有効な手段の提供に資

することによって医学の発展に寄与することができ、研究成果が社会に還元されることで本研究の研究

対象者も間接的に利益を受けることができます。 

 

5．研究に関する情報公開の方法 
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本研究の結果は、研究班報告書にまとめるとともに、学術雑誌への投稿と、学会発表などの形で公

表する予定です。 

 

6．研究計画書及び研究の方法に関する資料の閲覧について 

あなたのご希望により、この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性

の確保に支障がない範囲で、この研究の計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくことや文書

でお渡しすることができます。ご希望される方は、記載のお問い合わせ先にお申し出ください。 

 

7．研究期間 

 研究期間は、倫理審査委員会承認後から 2020年 3月までとします。 

 

8．個人情報等の取り扱いについて 

本研究は人体から採取された試料を用いず、無記名式のアンケート結果を利用し、統計数字として処

理します。アンケートに参加するかどうかは、インターネット配信をうけた方が自由に決められます。無記

名のため参加の有無について個人が特定されることはありません。また、アンケートで患者の個人情報

は取り扱いません。なお、アンケートを送信された後は、アンケートが無記名式であるため、参加への同

意撤回ができませんのでご了承ください。 

 

9．試料・情報の保管及び廃棄の方法 

研究計画書、アンケート結果集計用紙等の紙資料、コンピュータソフト等で解析した電子データについ

ては 2 部 CDR に記録した上で、研究責任者が当センター内の鍵のかかるロッカーで保管します。なお、

情報の保管期限は研究終了してから 3年間保管とします。 

廃棄の方法については、印刷資料・電子媒体のデータいずれも読取不可能な状態にして廃棄します。 

 

10．研究の資金源等と利益相反に関する事項 

本研究は、平成 29 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策

推進研究事業）「薬剤耐性（AMR）アクションプランの実行に関する研究」（研究代表者 大曲貴夫）より取

得しています。 

研究全体・研究者個人として回避または申告すべき利益相反状態はありません。 

 

11．研究責任者： 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院 

国際感染症センター  

AMR臨床リファレンスセンター  早川 佳代子 

 

12．お問い合わせ先 

国立国際医療研究センター  

AMR臨床リファレンスセンター 

 田中 知佳 



 Version 1.1（2018 年 10 月 22 日） 

3 

 

〒162-8655 東京都新宿区戸山 1-21-1  

TEL：03-6228-0062  FAX:03-6228-0420 

 amr-crc●hosp.ncgm.go.jp ※「●」の部分を「＠」に変更して、送信してください。 


